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洞房弁は右心房と静脈洞との境にある弁で,心房が収縮した際,その血液が静脈洞に逆流するのを

防いでいる7).魚塀 2,5,16,22)･両棲類2･5･7･22)･-虫類2･S州,22) などの下等動物では静脈洞が明陵に認め

られ,洞房弁をそなえている.しかし,晴乳類では静脈洞が発育の途中で右心房壁の一部に取り込ま

れるので5,8,9･20),前大静脈と後大静脈は個別に右心房に開口し,洞房弁は後大静脈弁としてその痕跡

をとどめるにすぎない5'12'14)

一方.鳥薪では成鳥においても静脈洞と2枚の洞房弁はなりの程度残存すると言われている17,19･26)

しかし,鳥類の洞房弁の形態は十分には明らかにされておらず, また検索された鳥種も限られてい

る.著者らは17日･28科 ･50種の鳥類の心臓を観察し,洞房弁の形態を明らかにすることができたの

で以下に報告する.

材料と方法

観察に用いた材料は Tablelに示した鳥類の心臓である. そのうちニワト1)6例とアヒル5例は

大静脈及び大動脈から澱粉水を注入し,心房と心室を拡張させた状態で10%ホルマリン液を用いて固

定し,他の材料はすべて自然のままでホルマリン固定を行 って肉眼観察を行った.

なお,鳥類の分類は日本鳥類目録15),動物系統分類学10),原色鳥類検索図鑑25)に従った.

載察括果

鳥類の心臓は暗褐色で心前面が膨隆し,外形は逆円錐形を呈している.心底近 くには冠状溝があっ

て,心房と心室の境界を示しているが,穿円錐室閉幕や洞下室間清は一般に不明瞭である.

冠状溝の心底側に在る心房は心室に比べて小さく,大動脈基部の右後位に右心房,左後位に左心房

が位置している.

体循環を終えた血液を心臓-運ぶ大静脈は,鳥類では後大静脈と左 ･右の前大静脈の計3本からな

り,それらは右心房後方の静脈洞 Sinusvenosusに注ぐ. このうち,後大静脈 Ⅴ.cavacaudalisは

3本の大静脈中最大で,後方から心臓に達し,右心房後方の静脈洞に連絡する. 右前大静脈 Ⅴ.cava
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Table1. Speciesandnumb:rsofavessubjectedtotheinvestigation

Order

Sphenisciformesペソギソ目

Spheniscidaeペンギン科

Spheniscuslmmboldti
フンボル トペンギン

Struthioniformesダチ ョウ目

Struthionidaeダチ ョウ科

Struthiocamelus
ダチ ョウ

Casuariiformesヒクイ ドリ目

Dromaiidaeヒクイ ドリ科

Dromaiusnovae-hollandiae
エ ミュウ

Pr∝ellariiformesミズナギ ドリ目

Pr∝ellariidae ミズナギ ドリ科

Pu瓜nustenuirostris
ハシポソミズナギ ドリ

Pelecaniformesペ リカン目

Sulidaeカツオ ドリ科

Sulaleucogaster
カツオ ドリ

Phalacrocorac)'daeウ科

Phalacruoraxcarbo
カワウ

Ciconiiformesコウノ トリ目

Ardeidaeサギ科

Ardeapurpurea
ムラサキサギ

Nycticoraxnycticorax
ゴイサギ

Platelea leucorodia
へラサギ

Ciconiidaeコウノ トリ科

Ciconiaciconia
シュバシコウ

Leptoptiluscrumeniferus
ベニ-ゲコウ

Phoenicopleridaeフラミンゴ科

Phoenicopterusruberchilensis
チ リ-フラミンゴ

Anseriformesガンカモ目

Anatidaeガンカモ科

Cygnusolor
コブ- クチ ョウ

C.atratus
コクチ ョウ

C.Cygnoidγar.orientalis
シナガチ ョウ

Cairinamoschata
バ リケン

Anasplatyrhychadomestica
アヒル

A.platyrhynchos

マガモ

Falconiformesヮシタカ目

Accipitridaeヮシタカ科

Accipiternisus
-イタカ

Spizaetusnipalensis
クマタカ

Milvasmigrans
トビ

Falconidae-ヤブサ科

Falcotinnunculus
チ ョウゲンポウ

Gallifomesキジ目

Phasianidaeキジ科

Cotumixcoturnixjaponica
ニホンウズラ

Phasianuscolchicus
キジ

Pavocristatus
クジャク

Gallusgallusdomesticus
ニワ トリ

Meleagrisgallopago
シチメソチ ョウ

Gruiformesッル目

Gruidaeッル科

Anthropoidesvirgo
アネ-ゾル

Balearicapavoninaceciliae
ホオジロカソム リツル

Rallidaeクイナ科

Rallusaquaticus
タイナ

Gallinulachloropus
/ミソ

Porphyriopoliocephlusviridis
セイケイ

Charadriiformesチ ドリ目

Charadiidaeチ ドリ科

Charadriusalexandinus
シロチ ドリ

&olopacidaeシギ科
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Gallinagogallinago
タシギ

Scolopaxrusticola
ヤマシギ

Laridaeカモメ科

Laruscanus
カモメ

L.ridibundus
ユ リカモメ

Columbiformesハ ト目

Columbidae- ト科

Columbaliviadomestica
ドバ ト

Psittacifbrmesオオム目

Psittacidaeオオム科

Aramacao
コンゴウインコ

Ama五Onabarbadensis
キボウシインコ

Strigifomesフクpウ目

Strigidaeフクpウ科

StriⅩuralensis
フタロウ

Coraciiformesブッポウソウ目

AIcedinidaeカワセ ミ科

CCrylelugubriS
ヤマセ ミ

Picifbrmesキツツキ日

Picidaeキツツキ科

Picusawokera
アオゲラ

Passeriformesスズメ目

Laniidaeモズ科

Laniusbucephalus
モズ

Bombycillidaeレンジャク科

Bonbycillagarrulus
キレンジ ャク

Muscicapidaeヒタキ科

Turduscardis
クpツグミ

T.dauma
トラツグミ

Pl∝eidae-タオ リドリ科

Passermontanus
スズメ

Corvidaeカラス科

Corvusmacrorhynchos

ハシブ トガラス

Garruluslidthi
ル リカケス

*A.･adultW:Weeks

cranialisdextraは後大静脈より小さく, 左前大静脈 Ⅴ.cavacranialissinistra とほぼ同大か, ある

いはそれよりやや大で,右心房の背壁中央よりやや右後方で静脈洞-連絡する.左前大静脈は左肺動

脈下方で後大静脈の左方に接して静脈洞に連絡する (Fig.1).

右心房と静脈洞が拡喪した状態の時には,右前大静脈ロの下縁から後大静脈口の右操,さらにその

下縁にかけて分界溝 Sulcusterminalisが心臓外表面に浅く認められ (Fig.4), この分界帯より背方

が静脈洞として右心房から区分される.

心房内面を観察すると (Figs.2and5),心房中隔と心房背壁との付着部にほぼ沿って走る中央筋

弓 (または中央背側弓)19) 及び中央筋弓から心房中隔を横切って左 ･右の心房背壁を走る左 ･右の側

筋弓 (または横行筋弓)19),さらに心房庇近 くを輪状に囲む輪状基底筋4)などが心房駐-向って隆起し

ている.

右心房内面の後部には非常に大きな後大静脈口が認められ,その左下部に接近して左前大静脈口

が,また右背位には右前大静脈ロが開口する.

静脈洞と右心房の移行部である洞房口には薄い筋性の洞房弁が2枚詑められ,また後大静脈口の下

端には膜状の筋隆起である洞中隔が存在する.これら左 ･右の洞房弁と洞中隔の形態は鳥種によって

違いが見られ,次の7型に分塀される.
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Fig.1. Diagramoftheavianheart.Dorsalview. Fig.2. Diagramoftheavianheartshowinginternal
structuresofrightatrium.Frontalview.

RemarksA:aorta1:leftanteriorvenacavaLA:

leftatrium p:ostium ofposteriorvenacavaPa:
pulmonary artery Pv:pulmonaryvein ∫:right
anteriorvenacava S:sinusvenosusST:sulcus
terminalis

A:aortaL:leftsinuatrialvalveMr:rightlateral
musculararchMs:circularゎasalmuscleP:ostium

ofposteriorvenacavaPa:pulmonaryartery∫:
ostium ofrightanteriorvenacavaR:rightsinu-
atrialvalveS:sinusseptum

Ⅰ型 :左洞房弁は右心房背壁を走る右側筋弓の分枝として右前大静脈口の前方に起る.その起始部

は部厚い筋性の弁であるが,右前大静脈口の左方を下走する間に薄い膜状の弁となる.この左洞房弁

は右前大静脈口と後大静脈口の間で右洞房弁に接近し,その後,大きく弧を描きながら下走して後大

静脈口下端の洞中隔に終る.一方,右洞房弁は右前大静脈口の前右縁から起る薄い膜状の弁で,右前

大静脈口近 くでは左洞房弁に比し発達が悪い.この弁は左前大静脈口の右方に達したのち輪状基底筋

に終る (Figs.5and8).

Ⅰ型 :左洞房弁は Ⅰ型と同じ.右洞房弁の起始及び走行は Ⅰ型と同様であるが,その下端は洞中隔

に終る (Fig.9). この型の洞中隔は後大静脈口の下方を走る輪状基底筋に起 り, 途中右房室弁を結

んで左前大静脈口の背縁をなし,心房中隔の下部に終る.

Ⅱ型 ;左洞房弁の起始部は Ⅰ･Ⅰ型と同じであるが,右前大静脈口の左方を下走する間に2葉の薄

い膜状の弁となる.そのうちの 1葉は Ⅰ･Ⅰ型と同じであるが,他の 1葉は右前大静脈口と後大静脈

口との間を横切 り,右洞房弁に融合する (Fig.6).右洞房弁と洞中隔は Ⅰ型と同じである.

Ⅳ型 ;左洞房弁はⅡ型と同じ.右洞房弁と洞中隔は Ⅰ型と同じ.しかし,なかには右洞房弁が右前

大静脈口付近で発達が悪 く,Ⅶ型との移行型を示すもの (シギ科のヤマシギとタシギ)もある.

Ⅴ型 :左洞房弁はⅡ･Ⅳ型と同じ.右洞房弁は右前大静脈口の前右縁に接して右側筋弓から直接起

り,その起姶部は左洞房弁のそれよりもかなり右方に位置する (Fig.7). 右洞房弁の走行や洞中隔

の形態は Ⅰ･Ⅱ型と同じ.

Ⅳ型 :左洞房弁はⅢ･Ⅳ･Ⅴ型と同じ.右洞房弁の起始部はⅤ型と,右洞房弁の終端と洞中隔はⅡ

･Ⅵ型と同じ.しかし,なかには右前静脈口と後大静脈口との間を横切る左洞房弁の 1葉が発達悪く,
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Ⅰ型との移行型を示すもの (ガンカモ目のガチョウ)もある.

Ⅶ型 ;この型では右前大静脈ロの右方に位置する右洞房弁は発達悪 く,ほとんど認められない.左

洞房弁はⅢ～Ⅵ型と同じく,右心房背壁を走る右側筋弓の分枝として起 り,右前大静脈ロの左方を下

走して2葉の薄い弁となる.そのうちの 1葉は Ⅰ～Ⅵ型と同じく後大静脈口の左方を下走して洞中隔

に終る.他の1葉はⅡ～Ⅵ型と同じく右前大静脈口と後大静脈口との間を右方-横切って右洞房弁と

なり,後大静脈ロの右方を下走して洞中隔に終る.洞中隔は Ⅰ･Ⅳ･Ⅵ型と同じ.

以上の7型を Fig.3に模式図で示し,各型に属する鳥椀を Table2に示した.

Fig.3. Diagramsillustratingthevariationofaviansinuatrial valves.

? 鴫 訝 .t 訝 ..h ? ∴ 嶋

? 鴨 訝 ､? ..｢

Remarks 1:ostium ofleftanteriorvendcavaL:leftsinuatrialValveMr:rightlateralmuscular
arch Ms:circularbasalmuscule p:ostium ofposteriorvena cavrar:ostium ofright
anteriorvenacavaR:rightsinuatrialvalveS:sinusseptum

考 察

鳥類の心臓の静脈洞は発生初期には明瞭に認められるが,発育とともに右心房の一部に組み入れら

れるので2･5･9),鳥塀に静脈洞は存在しないと言う報告5-9･13･24) もある. しかし, ニワト1)17･19･26) 千

- ト26)では成鳥においても静脈洞が残存するとの見解が一般的である3-4･6･11). 著者らの観察した17

日の鳥類にはすべて静脈洞が存在し,静脈洞と右心房が拡張した状態の時には両者間の浅い溝が心臓

外表面に認められた.さらに,この静脈洞の存在は洞房口に見られる洞房弁によってより明瞭である.

ニワトリの洞房弁 (M.pectinatusvalvularisと記載しているものもある21))の形態についてはよく

知られている1･3･4･6-17.19･26)が,他の鳥類ではダチョウ11)と- ト26) に2枚の洞房弁が認められると記

載されているにすぎない.しかし,著者らの観察した鳥類のすべてには,明瞭な2枚の洞房弁が認め
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Table2. AviandistributionforeachtypeofFig.3

Type l Aves

Gallifom es

Turduscardis(Muscicapidae,P描 erifornes)

Spheniscifom es

Turdusdauma(Muscicapidae,Pは eriformes)

ⅠⅠⅠ

Struthioniformes

Casuariiforn es

Rallusaquaticus(Rallidae,Gruifomes)

Laniidae(Passeriformes)

Bombycillidae(Passerifomes)

ⅠⅤ

Procellariiformes

Falconiformes

Psittaciformes

Strigiformes

Coraciiformes

Piciformes

Ardeidae(Ciconiiformes)

Gallinulachloropus(Rallidae,Gruiformes)

Porphyriopoli∝ephalus(Rallidae,Gruifomes)

Gruidae(Gruiformes)

Scolopacidae(ChardriiforTneS)

Laridae(Charadriiformes)

Corvidae(PajSSeriformes)

V IColumbiformes

VII IPloceidae(Paぉeriformes)

られた･さらに,左 ･右の洞房弁の形態及び洞房弁と洞中隔との関係から,供試鳥病の洞房弁を7型

に分類し,鳥種によって洞房弁の形態の異なることを明らかにした.しかし,小型で高等な樹上性の

スズメ目に属する鳥類と,原始的で大型 ･地上性のダチョウ目やヒクイド1)目の鳥類の洞房弁が同一

形態を示す場合 (Ⅱ型)もあり,洞房弁の形態と鳥類の進化の度合,飛糊能九 体の大小,生態の相

違などとの間に関係はなさそうである.

晴乳類の心臓では,鳥類の洞房弁に相当するものとして,後大静脈弁 と冠状静脈洞弁が認められ

る･これらはいずれも胎生時の右静脈弁に由来するものであり,噂乳類の胎生時の左洞房弁は心房中

隔に融合して消失すると言われている12･14). 一方,著者らの観察した鳥類では,一般に右洞房弁に比

し左洞房弁の発達がよく,とくに鳥類の中で最も単純なⅦ型においても左洞房弁のほうが発達してい

たことは興味深い点である.
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要 約

17日50種の鳥類について心臓の洞房弁を肉眼的に観察した.

右前大静脈及び後大静脈と右心房の結合部には浅い分界溝が心外表面から認められる.

洞房口には 2枚の洞房弁が存在し,後大静脈口底には洞中隔が認められる.これらの洞房弁と洞中

隔は薄い筋性ヒダ (または隆起)でつ くられる.

洞房弁と洞中隔の形態,及びそれらの位置的関係は鳥種により違いが認め られ るが,その詳細は

Fig.3と Table2に示した.

終 りに,材料を提供していただいた鹿児島市平川動物公園,九州アフ リカ ･ライオン ･サファリ

(大分県),ケーブルラクチンチ動物園 (別府市),フェニックス自然動物公園 (宮崎市),宮崎サファ

リパーク,子供の国 (宮崎市)の関係者に深謝し,鳥種の同定に御協力をいただいた本学の中島義人

技官に厚 くお礼を申し上げる.なお,本論文の要旨は第81回日本獣医学会 (1976)で口頭発表した.
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StLnn&ry

Thesinuatrialvalvesofthe heartwere investigated macroscopicallyin50 Speciesunder17

Ordersofaves.

Ontheoutersurfaceoftheheart,theshallow sulcusterminaliswasseen atthe junction of

theheartwiththerightanteriorvenacavaandposteriorvenacava.

Atthesinuatrialorificetwosinuatrial Valveswerepresent,andasinusseptum wasobserved

atthetx)ttom ofpostcavalorifice.Thesinuatrial valveandsinusseptum werethin muscularfolds

(orridges).

Theform andarrangementofthese valvesand sinusseptum showed variationsamongthe

avianspecies,andtheywereindicatedinFig.3andTable2.

EIPl■n&tionoEFigqreB

Fig.4 Heartofdomesticfowl,lateralview･

p:posteriorvendcavar:rightanteriorvendcava
RA:rightatrium ST:sulcusterminalis

Fig.5 Inneraspectoftherightandleftatriaofdomesticfowl･Therightsinuatrialvalve(R)originates
behindtheleftsinuatrialValve(L).

Atl:leftlateralmusculararch放m:medianmusculararchAlr:rightlateralmusculararchp:postcaval
ori丘cepp:posteriorvendcavar:vinyltubeinsertedintorightanteriorvenacavalori丘ce

Fig.6 Inneraspectofthesinuatrialori丘ceofdomesticduck･TheleftsinuatrialValve(L)dividesintotwo

leaves(Ll,L2).
p:ostiumofposteriorvenacavar:ostiumofrightanteriorvenacavaA:rightsinuatrialvalve

Fig.7 Heartofmuteswan.LeftoftheleftsinuatrialValve(L),therightsinuatrialvalve(R)arisesfromthe

rightlateralmusculararch(Mr).
r:ostiumoErightanteriorvenacava

Fig.8 HeartoEdomesticfowl.Therightsinuatrial Valveendsonthecircularbasalmusclebelowthesinus

septum (S).
l:ostiumofleftanteriorvenacavap:posteriorvenacavaA:rightsinuatrialValve

Fig･9 Heartofmo虻OVyduck･Therightsinuatrialvalve(R)mergeswith thesinusseptum (S).
1:ostiumofleftanteriorvenacavaL:leftsinuatrialvalvep:ostiumofp岱teriorvenacavar:OStium
ofrightanteriorvendcava
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